
 
  



 
  



 

地域をつなぐ「全域交通ネットワーク」づくり 
暮らしをつなぎ支えるモビリティ・ネットワークの構築 

 

   

 

＜⽬標実現のための施策⽅針＞ 
①持続可能な生活の足の確保 【鉄道・バス・タクシー等】 
・幹線軸を構成、補完する電車・バス・タクシーやフィーダー交通の確保と利便性向上 

・暮らしは守りつつ持続可能なサービスへの転換 

②公共交通利用に向けた市民の意識づくり 【モビリティ・マネジメント】 
・多様な交通手段を利用するきっかけづくり 

・利用促進による公共交通の維持 

③地域に応じた必要な都市、生活サービス機能の集約 【拠点形成】 
・地域ごとに異なる特性をもつ拠点の機能を地域の状況に応じて強化 

④自家用車の利用が困難な方への移動支援 【移動支援】 
・免許返納した高齢者や免許を持たない人などの生活の足を確保 

⑤来街者が利用しやすい移動環境の確保 【観光・ビジネス】 
・北陸新幹線福井開業による観光・ビジネス需要に対応した使いやすい二次交通 

・目的地までスムーズに乗継ぎができる乗継環境 

⑥ＩＣＴ化の推進と新技術の活用  【ＩＣＴ・新技術】 
・キャッシュレス、ＭａａＳの導入による乗継、支払いの効率化 

・プローブデータ、モバイル端末データの活用による情報提供、情報収集 

⑦まちなかを快適に回遊できる移動環境づくり 【歩行者、まちづくり】 
・交通とまちづくりが連携したにぎわい創出 

・人中心の街路空間と利用しやすい多様な交通モードによる回遊 

⑧安全で快適に移動できる空間づくり 【自動車・自転車・歩行者】 
・バスの定時性確保 

・安全な自転車通行空間、歩行者空間 

⑨環境負荷の低減に向けた市民の意識づくり 【環境】 
・公共交通、自転車、徒歩の利用促進による環境負荷低減 

都市交通の⽬標と⽬標実現のための施策⽅針 

都市交通の⽬標 

だれもが、目的やニーズに応じて交通手段を選択して移動することができるようにするため、

日常生活の中心となる各地域拠点の特性に応じた必要な機能の集約を図るとともに、市全域の

モビリティ（移動のしやすさ）を支える交通ネットワークを構築します。 

＜交通＞ 
○6 ⽅向の公共交通幹線軸 
○幹線軸以外の路線バス 
○フィーダー交通 

＋ 
＜拠点＞ 

○地域拠点 
○乗継拠点 
○多様な拠点 
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将来都市像 ⼈にやさしい「全域交通ネットワーク」とにぎわいとやすらぎの「まちづくり」 
 

都市交通の⽬標 地域をつなぐ「全域交通ネットワーク」づくり 暮らしをつなぎ支えるモビリティ・ネットワークの構築 
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計画期間 

令和3 年～令和12 年 






